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録したが，その後音沙汰はない・・・．
　余談ばかりでサイエンティフィックな話しが少なく一体
何をしてきたのかと言われそうだ．筆者自身は今年春に
論文になった大腸菌全タンパク質の凝集体解析を発表
して宣伝してきた．ミーティングが始まった翌日朝すぐの
口頭発表というのも幸いして，ミーティング中に多くの感
想・質問・サジェスチョンをもらっただけでなく，自分たち

が知らなかった未発表情報も多数知ることができ，満足
の会議だった．
　余談ついでに，ドブロブニクってどうなの？という声が聞
こえてきたような気がする．会議自体は観光の目玉の旧市
街から少し離れたホテルで行われたが，午後の空き時間な
どに何回か旧市街をぶらぶらした．ドブロブニクの旧市街
はアドリア海に張りだした城壁に囲まれた街であり，その
城壁を歩きながら茶色の屋根で統一された素敵な街並み
と青い海とのコントラストは実に美しい．街自体は思った
以上の観光地だが，表通りから路地を少し入るのが楽し
い．迷路のような路地をあてもなくさまよい歩くのが大好き
なので思い切り堪能できた．食事も実は期待していたのだ
が，会場のホテルは毎日同じメニューだし，シーフードという
こともなく，まったく期待はずれだったのが残念であった．
　なお，このミーティングの次回は今回副チェアーだった
Elke Deuerlingがオーガナイズするということだ（次回の
副チェアーは挙手による投票でHelen Saibil）．開催地
はこれから考えるということだが，どこになるにせよ，ぜひ
参加してみたいものである．今回は日本からの参加が少
なくさびしい感じだったので次回はみなさんぜひご検討く
ださい．
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シャペロニンで遊ぼう

シャペロニン関連の記事が多い手前味噌な企画ばかりで恐
縮だが，さらに悪のりして（というか空いたページを埋める

ために仕方なく），とっておきのGroEL型のおもちゃを紹介したい．
　写真にあるように針金をビーズでつなげた幾何学玩具でいろ
いろなかたちに「構造変化」でき，GroELそっくりのかたちにも
変形できる．折り畳んで上から数えると見事に「７量体」．しかも，  

ダブルリング！
　とは言え，最初に見
つけたのは，「８量体」
のかたちをしており，
真核細胞のシャペロニ
ンCCTを思い起こさ
せるものであった（写
真右下．「変性タンパク
質」と見なしたヒモの
ような消しゴムが結合
しているもの）．
　ちなみに「７量体
GroEL」の方は，出張
先のヨーロッパのとあ

る街の露店にて購入．こういう
おもちゃやパズルはなぜか海
外で見つかることが多いのが，
少しさみしいような気もしな
いでもない．大きい方は日本
の知育玩具のお店で見つけた

ものである．研究室の一般公開や講義の小道具にもうってつけ
の一品．シャペロン研究者ならぜひ入手してもらいたいもので
ある．

　・・・というような感じで，タンパ
ク質の立体構造やフォールディン
グを思い起こさせるパズルやおも
ちゃの話しを自分のウェブサイトに
載せています．お暇な方はぜひご覧
ください．

「田口英樹のサプリメント」
http://taguchi-hideki.blogspot.com
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